
令和７年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン） 

具体的な達成目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知】進んで考え、学び合う子            (自己評価８０％以上） 

【徳】互いを認め、支え合う子            (自己評価８０％以上） 

【体】生活を見つめ、きたえ合う子          (自己評価８０％以上） 
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３つの部会研修及び担当者で評価結果を分析し、目標値の修正や、具体的な改善策を講じる。 

 

  

 昨年度は、徳の項目「自分と相手を大切にする児童」において、達成目標の 85％を上回った。一方「進

んで学習に取り組む児童」「進んで健康的な生活をする児童」は、中間評価よりもさらに１～２ポイント

低く、自宅で過ごす時間において課題がみられ、その中にはメディアとの付き合い方が要因の一つとな

っていることが考えられる。今年度は目指す児童の姿をブラッシュアップし、目標を改め３つの部会（研

究推進部、生活指導部、健康・安全部）等での各取組を PDCA サイクルで評価・分析を行い、学校教育

目標の達成に向けて教職員がチームになって取り組むことが大切である。 

確かな学力 
 

【研究推進部】 

① 関わりが生まれるような 

課題と、比較・検討・統合し
ながら互いの考えのよさを
感じ合える話合いの場を工
夫する。 

② 「できた」「分かった」を 

大切にし、自分が「どのよう
に学んだか」学び方を振り
返る場を大切にする。 

③ 家庭と連携して進んで家
庭学習に取り組むように、
自主学習ノートの取組を紹
介したり、掲示したりして
啓蒙する。 

豊かな心 
 

【生活指導部】 

① きまりや約束を守る意義 

について、場を捉えて考え
る機会を大切にし、児童会
を中心として自分たちで立
案し実践しようとする態度
を育てる。 

② 友達のよさや違いを認め 

合う温かい人間関係づくり
に努める。 

③ 進んで挨拶、進んで行動
を目指し、時と場に応じて、
自分で考えて行動できる態
度を身に付けるようにす
る。 

・１学期末に保護者、児童、教職員によるアンケートを基に取組の評価を行う。 

・２学期始めの各種たより等で結果を公表する。 

 ・学校評議員会等において評価結果に対する意見を聞く。 

①～③の継続・改善 
（行動Ⅰの見直し） 

①～③の継続・改善 
（行動Ⅰの見直し） 

①～③の継続・改善 
（行動Ⅰの見直し） 

各種たより、ホームページ等で紹介する 

・２学期末に保護者、児童、教職員によるアンケートを基に取組の評価を行う。 

・３学期始めの各種たより等で結果を公表する。 

・学校評議員会等において評価結果に対する意見を聞く。 

年度末の評価結果や児童の実態を基にして、３つの部会（研究推進部、生活指導部、健康・安全部）、
及び担当者で年間評価を行い、次年度の重点目標やアクションプランの案を作成する。 

【健康・安全部】 

① 地域・家庭と連携して「早 

寝・早起き」「メディアとの 

付き合い方」に焦点を当て 

た生活習慣の形成を図る。 

② 朝食の大切さに気付き、
「３食」、「３色のバランス」
を考えて食事をする習慣の
定着を図る。 

③ 運動の楽しさを知り、進
んで体力つくりに励む習慣
定着を図る。 

 

 

評価カード等を活用する 


